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【手続補正書】
【提出日】令和3年8月23日(2021.8.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光エンジンと、
　投影レンズと、
　前記光エンジンから前記投影レンズまでの光路沿いにある空間光変調器であって、複数
のピクセルを含む第１のデジタルマイクロミラーデバイスである、空間光変調器と、
　前記空間光変調器と前記投影レンズとの間の前記光路沿いにある少なくとも１つの操向
可能ミラーであって、複数の個々に操向可能なマイクロミラーを有する第２のデジタルマ
イクロミラーデバイスを含む、少なくとも１つの操向可能ミラーと、
　前記空間光変調器と前記第２のデジタルマイクロミラーデバイスとの間に配置された結
像レンズであって、それぞれのマイクロミラーの上に各ピクセルを結像するように構成さ
れた、結像レンズと
　を備えたディスプレイデバイス。
【請求項２】
　スクリーンをさらに備え、前記投影レンズは、変調された光を前記スクリーンの上に投
影するように構成され、前記スクリーンは、
　レンチキュラシートレイヤと、
　光発散レイヤと
　を含む請求項１に記載のディスプレイデバイス。
【請求項３】
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　光源から光を空間光変調器へと向けるステップと、
　少なくとも１つの操向可能ミラーが、第１の位置にある間に、（ｉ）前記空間光変調器
を用いて前記光を変調して、第１の変調光パターンを生成し、前記空間光変調器は複数の
ピクセルを含んでおり、（ｉｉ）前記第１の変調光パターンを前記少なくとも１つの操向
可能ミラーから投影レンズに向かって反射させるステップと、
　前記少なくとも１つの操向可能ミラーが、第２の位置にある間に、（ｉ）前記空間光変
調器を用いて前記光を変調して、第２の変調光パターンを生成し、（ｉｉ）前記第２の変
調光パターンを前記少なくとも１つの操向可能ミラーから前記投影レンズに向かって反射
させるステップと、
　前記第１の変調光パターンおよび前記第２の変調光パターンを前記投影レンズから投影
するステップと
　を備える方法であって、
　前記少なくとも１つの操向可能ミラーは複数の個々に操向可能なマイクロミラーを有す
るデジタルマイクロミラーデバイスを含み、
　前記方法は、前記第１の位置および前記第２の位置を含む複数の位置にわたって前記マ
イクロミラーを傾けるステップをさらに備え、
　前記方法は、結像レンズを用いて、各ピクセルをそれぞれのマイクロミラー上に結像さ
せるステップをさらに備える
る方法。
【請求項４】
　前記第１の変調光パターンおよび前記第２の変調光パターンを投影するステップは、前
記第１の変調光パターンおよび前記第２の変調光パターンをスクリーン上に投影するステ
ップを含む請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１の位置および前記第２の位置を含む複数の位置にわたって前記少なくとも１つ
の操向可能ミラーを循環させるステップをさらに備える請求項３または４に記載の方法。
【請求項６】
　前記循環させるステップは、少なくとも６０Ｈｚで実行される請求項５に記載の方法。
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